
n 2011年に発⾜した男⼥共同参画委員会は、2013年にダイバーシティ推進委員会として新たなスタートを切り，
より多様な⽴場の⽅々の多様な形での学会参加を促進することを⽬的に，今期（2023--2024年度）は12名の委
員で活動しています。

n ダイバーシティの推進に向けて様々な⽅策を提案していきます。例えば，⼥性研究者の研究継続⽀援のため，
2014年から優秀⼥⼦学⽣賞を設⽴し，受賞者を輩出しています。

n シンポジウムなどを企画し，様々な⽴場の⽅からの話題提供や議論の機会を設けています。
n 男⼥共同参画学協会連絡会への出席や，ダイバーシティ関連情報の収集などに積極的に取り組んできました。

ダイバーシティ推進委員会とは

学会外での活動と関連情報

⽇本⽊材学会
ダイバーシティ推進委員会 活動報告

ダイバーシティ＝多様性
組織の中に多様な⼈材がいる⽅が，より柔軟で発展性のある組織となると考えられています

優秀⼥⼦学⽣賞 ⽊材学会若⼿会員の男⼥⽐

ダイバ-シティ推進委員会
シンポジウム

⼥⼦中⾼⽣夏の学校

(独) 国⽴⼥性教育会館主催「夏の学校」
参加し、学会のポスターを展⽰するとと
もに，相談ブースに出展しています。⽊
材ストラップの作成・配布を⾏い，⽊材
学の楽しさをアピールしています。

2023年は「ポストコロナを踏まえた教
育・研究におけるダイバーシティの取り
組み」をテーマにシンポジウムを実施し
ました。

第9回優秀⼥⼦学⽣賞の副賞は、⽊製の名刺
ケースにお名前を⼊れてお贈りしました。

n男⼥共同参画学協会連絡会関連
•第20回男⼥共同参画学協会連絡会シンポジ
ウム︓⽇本⽊材学会からは活動報告への要
旨掲載を⾏いました。

n内閣府
•内閣府男⼥共同参画局のホームページや、
広報誌「共同参画」に、関連する様々な情
報が掲載されています。
•令和5年度の男⼥共同参画週間ポスターの
キャッチフレーズは“無くそう思い込み、守
ろう個性 みんなでつくる、みんなの未
来。”でした。

n経済産業省
•「ダイバーシティ経営の推進」のホーム
ページに、ダイバーシティ経営の定義、経
済産業省の取組、新・ダイバーシティ経営
企業100選、ダイバーシティ2.0⾏動ガイド
ラインなどが掲載されています。

学会外での連携

40歳以下の若⼿正会員
の⼥性⽐率30％達成︕

⽊材学とそれに関連する分野で，優れた
研究業績を収めて将来を嘱望される本学
会⼥⼦学⽣会員に授与される。2014年
創設。

⽊材学会の若⼿会員数

⼥性会員数は、学⽣では３
８％を超えているのに対し、
正会員では１０％程度減少
している。

学部および⼤学院学⽣に占める⼥⼦の割合（R3年度内閣府）

今年もやります︕
ダイバーシティ
シンポジウム
左のQRコードから参加登録
できます︕

⼥性研究者数および⼥性研究者の割合（R3年度総務省）
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【学⽣】 ⼥性 男性
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